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.企画 :伊藤 活介､田仲 祐介 (以上TA)､中村
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アジアは祝人猿のオランウータン,ニホンザル
等のマカクから原猿邪まで､多種規の霊長類を擁
し､霊長進化の主要な場である｡本シンポジウム
は近年研究に著しい進展が見られるアジアの霊長
類の進化について､新たな研究成果の検討 ･討様
により,この学問缶域における､学術的理解を深
めることを目的とし､総数54題の辞演が13のセ
ッションに分けて行われた｡参加者はアジア､オ
ーストラリアから20名,アフリカから2名､･アメ
リカ10名､ヨー ロッパ3名､国内から約70名に上
った｡
生態学と社会学のセッションでは､ニホンザル
の繁殖戦略においてメスによるオス選択の方がオ
ス間の枕争より大きな効果を持つこと､オランウ
ータンでは決まったオスとメスとが長い間つがい
関係を持つ場合と､複数のオスとメスとがつがい
関係を持つ場合のあることなど､新たな情報が報
告された｡これらの報告は今後の研究を切り開く
ものとして注目された｡
行動学のセッションでは､マカカ属のサルが視
覚的に自種と他種を区別し,種の隔離横柄として
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機能しているとの報告があった｡また､これまで
オランウータンは道具を使わないとされてきた
が､雨よけにヤシの菜を使うなど､道具使用の例
が多く報告され､他の大型類人猿と同様に知能の
高いことが示唆された｡
形態学のセッションでは､マカカ属､スローロ
リス､テナガザルが共通して北緯15度付近に分布
の境界を持つことが報告され､今後この地域が持
?地史的意味の解明が新たな問題として出され
た｡中国から出土したマカカ属の化石が報告され､
一年代が500万年前で､これまで見つかったマカカ
属のサルとして最も古いものとほぼ同程度古いと
指摘された｡アフリカと中国からほぼ同時代のも
のが見つかったことになり､マカカ属のサルの進
化史を考える上に新たな問題を投げかけた｡
遺伝学 ･分子生物学のセッションでは､フィリ
ピンのカニクイザル島映集団間に大きな退伝的分
化があることを明らかにした報告があった｡これ
はサルの地域集団形成の自然史を明らかにする最
初のステップとして重要であると評価された｡他
方､リボゾームrNA､ミトコンドリアのチトクロ
ームb退伝子等の情報量の多い遺伝子マーカーで
マカカ属全19種を対象とした分子系統の報告は､
属内の進化史を考察する上で貴重な発表であっ
た｡
医用生物学のセッションでは､いかにして各種
ウイルスに感染していないサルを供給するのかに
ついて､いくつかの報告がなされた｡また､野生
霊長校の保存に悪い影響を与えずに､実験用サル
の供給を行う方法が報告された｡これらの報告は､
今後医学ないし､実験用のサルの研究にとり新た
な指針を与えるものとして注目された｡
全体的に､学術的に高い水準の辞演と活発な討
誠が行われ､今後の研究の方向を示唆するシンポ
ジウムとなった｡また,参加者の間には友好関係
が結ばれ､今後の共同研究の芽生えもあった｡
(文責 :竹中 修)
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